
【実績／目標】

　目標値に対する達成状況

　※実績値／目標値

【達成割合】

　現況値を基準とした目標値に対する達成割合

　※（実績値－現況値）／（目標値－現況値）

◎：目標値を達成

○：目標値の８割以上を達成

△：目標値の８割未満

第２次白山市総合計画　目標値の達成状況

令和３年度実績



目標指標の達成状況　【第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続ける続けられるまちづくり（健康・福祉）】

)
１－１－１　地域福祉の充実

1 地域ふれあいサロン設置数 社会福祉協議会
箇所
（累計）

95 H27 130 160 117 R2 116 R3 89% ○ 60% △ 73% △ 32% △
2減1増。担い手の高齢化
により、活動の継続が困難
になっているため。

2 見守り協定・登録事業所数 長寿介護課 件/年 40 H27 52 62 54 R2 53 R3 102% ◎ 108% ◎ 85% ○ 59% △
新規の協力事業所4件あ
り。

3
避難行動要支援者に関する
町内会等協定数

生活支援課
件

（累計）
－ H27 385 385 262 R2 279 R3 72% △ 72% △ 72% △ 72% △

R3年度は17町内会と締結
し、合計で279町内会と協
定を締結することができ
た。今後も、継続して締結
に向け働きかけていく。

１－２－１　子育てがしやすい環境づくり

4 認定こども園の施設数 こども子育て課
園

（累計）
5 H28 14 14 18 R2 19 R3 136% ◎ 156% ◎ 136% ◎ 156% ◎ 郷こども園　増

5
小規模保育園（０歳～２歳）・
事業所内保育園の数

こども子育て課
園

（累計）
1 H28 2 2 5 R2 4 R3 200% ◎ 300% ◎ 200% ◎ 300% ◎ こひばり園ももといちご　増

6
保育士定数改善事業の実施
数

こども子育て課 園/年 21 H27 22 22 23 R2 24 R3 109% ◎ 300% ◎ 109% ◎ 300% ◎ こひばり園ももといちご　増

7
乳児家庭全戸訪問事業実施
率

いきいき健康課 ％/年 96.9 H27 100 100 92.1 R2 95.6 R3 96% ○ 0% △ 96% ○ 0% △
新型コロナウイルス感染症
のため、訪問を断られるこ
とがあり、減った。

8
不妊治療費助成事業利用件
数

いきいき健康課 件/年 240 H27 300 350 199 R2 215 R3 72% △ 0% △ 61% △ 0% △

新型コロナウイルス感染症
の流行に伴い、コロナ前と
比較し、治療控えがみられ
申請件数が減った。

１－２－２　子どもたちを育む体制づくり

9
児童館・児童センターの利用
者数

こども子育て課 人/年 250,549 H27 255,000 255,000 120,062 R2 123,363 R3 48% △ 0% △ 48% △ 0% △
新型コロナウイルス感染防
止のため入場制限を行っ
た。

10 放課後児童クラブの通所割合 こども子育て課 ％/年 19.5 H28 23.6 25.0 26.0 R2 26.7 R3 113% ◎ 176% ◎ 107% ◎ 131% ◎
一部地域での入所希望者
の増加や松南メルヘン児童
クラブの開設による。

R2年度

実績値 年度
主な増減内容・理由

R3 R8

達成状況　R3

実績/目標 達成割合

達成状況　R8

実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度
Ｎｏ

目標値
指標 担当課 単位 現況値 年度

1 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標指標の達成状況　【第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続ける続けられるまちづくり（健康・福祉）】
R2年度

実績値 年度
主な増減内容・理由

R3 R8

達成状況　R3

実績/目標 達成割合

達成状況　R8

実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度
Ｎｏ

目標値
指標 担当課 単位 現況値 年度

１－３－１　高齢者が健康で暮らしやすい環境づくり

11 シルバー人材センター会員数 長寿介護課 人/年 1,070 H27 1,140 1,180 1,065 R2 997 R3 87% ○ 0% △ 84% ○ 0% △

コロナ禍においても一定数
の新規加入があったもの
の、「改正高齢者雇用安定
法」による定年延長の影響
も受け、増加につながって
はいないが、引き続き会員
増に向けＰＲ・周知啓発に
努める。

12 認知症サポーターの養成数 長寿介護課
人

（累計）
6,664 H27 11,000 14,500 8,912 R2 9,339 R3 85% ○ 62% △ 64% △ 34% △

コロナ禍の中でも工夫し、
参集型で講座を再開できる
ようになってきたが、まだま
だ制限もあり開催回数や参
加人数の増加にはつな
がっていない。

１－３－２　障害者が安心して暮らせる環境づくり

13
福祉施設等の入所者の地域
生活への移行

障害福祉課
人

（累計）
2 H27 10 20 3 R2 3 R3 30% △ 13% △ 15% △ 6% △

入所者の高齢化、長期化
により、本人・家族が地域
移行に対する不安感が大
きく、入所施設からの地域
移行支援が進んでいない。

14 地域生活支援拠点の数 障害福祉課
箇所
（累計）

－ H28 1 4 1 R2 1 R3 100% ◎ 100% ◎ 25% △ 25% △

地域生活支援拠点等の相
談機能の強化と緊急受け
入れ・対応の２つについ
て、整備した。拠点の評価
や、体験の場・人材育成・
地域の体制づくりの整備を
今後さらに進める必要があ
る。

15
福祉施設から一般就労への
移行

障害福祉課
人

（累計）
－ H28 5 10 56 R2 72 R3 1440% ◎ 1440% ◎ 720% ◎ 720% ◎

市内に就労移行支援事業
所が１か所増え、就労移行
支援の利用者数は増加し
ている。

2 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標指標の達成状況　【第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続ける続けられるまちづくり（健康・福祉）】
R2年度

実績値 年度
主な増減内容・理由

R3 R8

達成状況　R3

実績/目標 達成割合

達成状況　R8

実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度
Ｎｏ

目標値
指標 担当課 単位 現況値 年度

１－３－３　発達障害者が安心して暮らせる環境づくり

16 幼児教室の参加者数
発達相談セン

ター
人/年 188 H27 200 220 164 R2 146 R3 73% △ 0% △ 66% △ 0% △

新コロナ感染対策のため、
5月～6月の2か月間実施を
見合わせた。また、休園な
どの影響で参加者側からも
参加を見合わせることがあ
り、全体で参加者数が減少
した。

17
各種講演会・研修会の参加者
数

発達相談セン
ター

人/年 919 H27 950 1,000 514 R2 431 R3 45% △ 0% △ 43% △ 0% △

新コロナ感染対策のため、
特別講演会の開催を見合
わせた。また、保育所等や
学校等の関係機関からの
出前講座の申し込みが昨
年度よりさらに減少した。
以上より、全体の参加者数
が減少した。

１－４－１　市民主体による健康づくりの推進

18 糖尿病の重症者数の割合 いきいき健康課 ％/年 1.0 H27 0.9 0.8 1.1 R2 1.0 R3 0% △ 0% △ 0% △ 0% △
引き続き、重症者を重点的
に指導実施していく。

19 健康倶楽部会員数 いきいき健康課 人/年 300 H28 800 1,000 724 R2 717 R3 90% ○ 83% ○ 72% △ 60% △

新型コロナウイルス感染症
のため、外出自粛がみられ
新規申し込み件数が減り、
退会件数が増えた。

3 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標指標の達成状況　【第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続ける続けられるまちづくり（健康・福祉）】
R2年度

実績値 年度
主な増減内容・理由

R3 R8

達成状況　R3

実績/目標 達成割合

達成状況　R8

実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度
Ｎｏ

目標値
指標 担当課 単位 現況値 年度

１－４－２　医療・救急体制の充実

20 他施設との連携による紹介率
白山石川医療企
業団（経営企画

課）
％/年 59.5 H27 60.0 65.0 66.1 R2 62.5 R3 104% ◎ 600% ◎ 96% ○ 55% △

地域医療連携は今後の医
療を支える重要な要素であ
り、その代表的数値目標で
ある紹介率・逆紹介率は、
目標値超えを維持するよう
努めていく。

21
他施設との連携による逆紹介
率

白山石川医療企
業団（経営企画

課）
％/年 73.6 H27 75.0 80.0 81.7 R2 77 R3 103% ◎ 243% ◎ 96% ○ 53% △

地域医療連携は今後の医
療を支える重要な要素であ
り、その代表的数値目標で
ある紹介率・逆紹介率は、
目標値超えを維持するよう
努めていく。

22 ジェネリック医薬品使用率
白山石川医療企
業団（経営企画

課）
％/年 76.5 H27 80.0 85.0 91.8 R2 91.4 R3 114% ◎ 426% ◎ 108% ◎ 175% ◎

薬事委員会を中心として
ジェネリック医薬品への移
行を推進している。

23 救急車応需率
白山石川医療企
業団（経営企画

課）
％/年 87.1 H27 90.0 99.0 89.3 R2 89.6 R3 100% ○ 86% ○ 91% ○ 21% △

新型コロナウイルス感染患
者受入のため、一般病床
が減少し、一時的に満床状
態となることがあり、不応需
となったケースが増加し
た。

１－５－１　健全な公的保険制度の運営

24 特定健診の受診率 いきいき健康課 ％/年 51.7 H27 62.0 62.5 46 R2 39.4
R3
見込

64% △ 0% △ 63% △ 0% △

・R3年度は新型コロナウイ
ルスワクチン接種優先のた
め、医療機関での個別健
診受け入れ数が激減したこ
と、健診実施期間の急な変
更等により、受診者が減っ
た。
・国の評価指標として用い
る法定報告の受診率で設
定（R3確定値＝未公表）

25 特定保健指導の指導率 いきいき健康課 ％/年 78.0 H27 79.5 81.0 50 R2 51
R3
見込

64% △ 0% △ 63% △ 0% △

・R3年度も新型コロナウイ
ルス感染症予防対策のた
め、訪問による保健指導も
計画どおり行えなかった。
・国の評価指標として用い
る法定報告の受診率で設
定（R3確定値＝未公表）

4 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標指標の達成状況　【第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続ける続けられるまちづくり（健康・福祉）】
R2年度

実績値 年度
主な増減内容・理由

R3 R8

達成状況　R3

実績/目標 達成割合

達成状況　R8

実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度
Ｎｏ

目標値
指標 担当課 単位 現況値 年度

１－５－２　低所得者福祉の充実

26
生活困窮者の自立相談支援
事業における相談件数

生活支援課 回/年 675 H27 700 750 2,299 R2 2,034 R3 291% ◎ 5436% ◎ 271% ◎ 1812% ◎

この事業が認知され利用
件数は増加、さらに相談の
内容は複合多岐に渡る相
談が増えるなど、すぐ解決
に結びつかない場合が多
く、継続相談が激増してい
る。

5 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり（教育・スポーツ）】

２－１－１　確かな学力の形成と豊かな心の育成

27
「授業がわかる」と回答した児
童・生徒の割合（小学生）

学校指導課 ％/年 84.1 H28 90.0 92.0 93.7 R2 94.0 R3 104% ◎ 168% ◎ 102% ◎ 125% ◎
少しずつ授業改善が進ん
でいる

28
「授業がわかる」と回答した児
童・生徒の割合（中学生）

学校指導課 ％/年 75.2 H28 80.0 82.0 88.0 R2 88.0 R3 110% ◎ 267% ◎ 107% ◎ 188% ◎
少しずつ授業改善が進ん
でいる

29
「難しいことでも失敗をおそれ
ないで挑戦している」と回答し
た児童・生徒の割合（小学生）

学校指導課 ％/年 75.4 H28 80.0 82.0 0 R2 71 R3 88% ○ 0% △ 86% ○ 0% △

コロナ禍で制限のある学校
生活において、難しいこと
に挑戦する機会が減少して
いる。

30
「難しいことでも失敗をおそれ
ないで挑戦している」と回答し
た児童・生徒の割合（中学生）

学校指導課 ％/年 74.0 H28 76.0 78.0 0 R2 67 R3 88% ○ 0% △ 86% ○ 0% △

コロナ禍で制限のある学校
生活において、難しいこと
に挑戦する機会が減少して
いる。

31
「自分で計画を立てて勉強を
している」と回答した児童・生
徒の割合（小学生）

学校指導課 ％/年 65.0 H28 67.0 69.0 0 R2 79 R3 118% ◎ 700% ◎ 114% ◎ 350% ◎
計画を立てて進めることの
重要性を示している

32
「自分で計画を立てて勉強を
している」と回答した児童・生
徒の割合（中学生）

学校指導課 ％/年 50.0 H28 55.0 57.0 0 R2 61 R3 110% ◎ 214% ◎ 106% ◎ 153% ◎
計画を立てて進めることの
重要性を示している

33
「将来の夢や目標を持ってい
る」と回答した児童・生徒の割
合（小学生）

学校指導課 ％/年 84.2 H28 87.0 89.0 0 R2 78 R3 89% ○ 0% △ 87% ○ 0% △
キャリア教育の推進が十分
ではない

34
「将来の夢や目標を持ってい
る」と回答した児童・生徒の割
合（中学生）

学校指導課 ％/年 71.8 H28 80.0 82.0 0 R2 65 R3 81% ○ 0% △ 79% △ 0% △
キャリア教育の推進が十分
ではない

２－１－２　安全で快適な教育施設の整備

35 小中学校エアコン設置校数 教育総務課
校

（累計）
15 H27 28 － 28 R2 28 R3 100% ◎ 100% ◎ － －

当初目標、普通教室と音楽
室へは設置済。引き続き特
別教室未設置校にエアコン
を設置した。

Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度
目標値 達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値 年度

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

6 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり（教育・スポーツ）】

Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度
目標値 達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値 年度

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

２－１－３　子どもたちが安心して成長できる地域に開かれた環境づくり　

36
「学校にいくのが楽しい」と回
答した児童・生徒の割合（小
学生）

学校指導課 ％/年 82.8 H28 88.0 90.0 0 R2 83 R3 95% ○ 10% △ 93% ○ 7% △
コロナ禍で活動に制限があ
る。自己肯定感を高める指
導が不足している。

37
「学校にいくのが楽しい」と回
答した児童・生徒の割合（中
学生）

学校指導課 ％/年 83.8 H28 88.0 90.0 0 R2 77 R3 87% ○ 0% △ 85% ○ 0% △
コロナ禍で活動に制限があ
る。自己肯定感を高める指
導が不足している。

38
「自分にはよいところがある」
と回答した児童・生徒の割合
（小学生）

学校指導課 ％/年 72.6 H28 80.0 82.0 0 R2 73 R3 92% ○ 9% △ 89% ○ 7% △
自尊感情を高める指導が
不足している。

39
「自分にはよいところがある」
と回答した児童・生徒の割合
（中学生）

学校指導課 ％/年 72.0 H28 74.0 76.0 0 R2 75 R3 101% ◎ 135% ◎ 98% ○ 68% △
ほめ・認めの指導が浸透し
ている。

40
「今、住んでいる地域の行事
に参加している」と回答した児
童・生徒の割合（小学生）

学校指導課 ％/年 84.3 H28 90.0 92.0 0 R2 76 R3 85% ○ 0% △ 83% ○ 0% △
行事へ参加するための啓
発が少ない

41
「今、住んでいる地域の行事
に参加している」と回答した児
童・生徒の割合（中学生）

学校指導課 ％/年 61.8 H28 64.0 66.0 0 R2 59 R3 92% ○ 0% △ 89% ○ 0% △
行事へ参加するための啓
発が少ない

7 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり（教育・スポーツ）】

Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度
目標値 達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値 年度

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

２－２－１　生涯学習を推進する環境の整備

42
文化会館等４施設の利用人
数

生涯学習課 人/年 306,574 H27 330,000 340,000 70,202 R2 123,773 R3 38% △ 0% △ 36% △ 0% △

入場制限の緩和を行い、感
染対策を講じながら事業を
実施することができた。昨
年度の利用者数（R2
84,507人）より、増加してい
る。

43 公民館利用人数 生涯学習課 人/年 385,340 H27 400,000 410,000 207,221 R2 220,919 R3 55% △ 0% △ 54% △ 0% △

入場制限の緩和を行い、感
染対策を講じながら事業を
実施することができた。昨
年度の利用者数（R2
207,221人）より、増加して
いる。

44 市立図書館の登録者数 松任図書館
人

（累計）
53,769 H27 63,000 68,000 62,768 R2 64,249 R3 102% ◎ 114% ◎ 94% ○ 74% △

前年度より利用実績が増
加しており、コロナ禍におい
て、地域の情報拠点とし
て、十分な活用に努めてい
る。

45 市立図書館の総貸出点数 松任図書館 冊/年 777,683 H27 795,000 805,000 508,071 R2 602,571 R3 76% △ 0% △ 75% △ 0% △

開館時間短縮等の新型コ
ロナ対策は前年度に継続し
て実施しているが、貸出点
数は前年度より大幅に増加
している。図書館は利用者
にとって重要な位置付けと
考えられる。

２－２－２　スポーツ活動を推進する環境の整備

46
スポーツ・レクリエーション祭
の参加人数

スポーツ課 人/年 965 H27 1,200 1,300 0 R2 0 R3 0% △ 0% △ 0% △ 0% △
R2と同様に、新型コロナ感
染拡大防止のため中止し
た。

47 体育施設利用人数 スポーツ課 千人/年 1,146 H27 1,150 1,155 900 R2 708 R3 62% △ 0% △ 61% △ 0% △
新型コロナ感染拡大防止
のため、多くの大会が中止
になるなどしたため。

8 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり（教育・スポーツ）】

Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度
目標値 達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値 年度

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

２－２－３　青少年教育のための環境づくり

48
｢社会に役立つことをしたい｣
と回答した児童・生徒の割合
（小学５年生）

生涯学習課 ％/年 87.1 H27 90.0 93.0 86.1 R2 86.1 R3 96% ○ 0% △ 93% ○ 0% △

大きく変化は見られない
が、目標まで届いていない
ため、児童生徒の意識付け
を促す必要がある。

49
｢社会に役立つことをしたい｣
と回答した児童・生徒の割合
（中学２年生）

生涯学習課 ％/年 87.2 H27 90.0 93.0 84.2 R2 86.7 R3 96% ○ 0% △ 93% ○ 0% △

大きく変化は見られない
が、目標まで届いていない
ため、児童生徒の意識付け
を促す必要がある。

50 巡回訪問実施施設の数 子ども相談室 箇所/年 84 H27 115 120 124 R2 127 R3 110% ◎ 139% ◎ 106% ◎ 119% ◎
H29に放課後児童クラブを
追加した。

51 子育て講座等の実施数 子ども相談室 回/年 14 H27 25 35 6 R2 10 R3 40% △ 0% △ 29% △ 0% △

コロナ禍において講座を自
粛したため回数は減少した
が、11月に一般を対象とし
た講演会を来場とWEBで開
催した。

9 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第３章　人と地域の交流で笑顔が生まれる市民主体のまちづくり（市民生活）】

３－１－１　市民主体のまちづくりの推進

52
町会行事災害補償制度加入
率

総務課 ％/年 89.9 H28 92.5 95.0 87.9 R2 87.9 R3 95% ○ 0% △ 93% ○ 0% △

毎年、町内会に対し制度の
案内を行い、加入促進を
図っているが、加入にあ
たっては町内会の理解が
必要となるため。

53
世代間・地域間交流事業参加
者数

生涯学習課 人/年 9,195 H27 9,700 10,000 1,737 R2 2,584 R3 27% △ 0% △ 26% △ 0% △

入場制限の緩和を行い、感
染対策を講じながら事業を
実施することができた。昨
年度の利用者数（R2 1,737
人）より、増加している。

３－１－２　協働と共創のまちづくりの推進

54
市民提案型まちづくり支援事
業取り組み数

協働推進室 件/年 27 H28 33 － 18 R2 13 R3 39% △ 0% △ － －

補助事業開始より6年目と
なり、3年間採択を受けた
取組みが補助対象外となっ
たこと、また、地域コミュニ
ティ組織での地域づくり活
動への機運の高まり等から
事業取り組み数は減少に
転じているが、それぞれの
取組み内容は充実してお
り、地域主体のまちづくりの
裾野は広がっている。

55 ボランティア登録者数 社会福祉協議会
人

（累計）
6,560 H27 7,500 8,500 5,966 R2 6,238 R3 83% ○ 0% △ 73% △ 0% △

コロナ禍による活動自粛と
ボランティア活動者の高齢
化により、活動の継続が困
難になっているため。

56 ボランティア登録団体数 社会福祉協議会
団体

（累計）
165 H27 180 200 131 R2 126 R3 70% △ 0% △ 63% △ 0% △

コロナ禍による活動自粛と
団体構成員の高齢化によ
り、活動の継続が困難に
なっているため。

57 大学との連携事業数 協働推進室 件/年 37 H27 45 55 29 R2 33 R3 73% △ 0% △ 60% △ 0% △

コロナ禍の事業中止による
連携事業数の減少であり、
その中でも大学等高等教
育機関の強みを生かし、地
域課題解決や魅力向上に
向け、連携事業を進めるこ
とができ、今後も同様に推
進していく。

達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値

年度
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R8
年度

目標値

10 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第３章　人と地域の交流で笑顔が生まれる市民主体のまちづくり（市民生活）】
達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値

年度
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R8
年度

目標値

３－１－３　思いやりのあるまちづくりの推進

58
市の審議会等における女性
委員の割合

男女共同参画室 ％/年 30.1 H28 40.0 40.0 30.4 R2 29.5 R3 74% △ 0% △ 74% △ 0% △
女性委員が減少した審議
会が13あり、増加した審議
会を上回ったため。

59
白山市仕事と生活が調和す
る優良事業所総数

男女共同参画室
社

（累計）
10 H28 20 30 17 R2 18 R3 90% ○ 80% ○ 60% △ 40% △ R3年度1社受賞

３－１－４　市民の市政への参画機会の拡充

60 ホームページへのアクセス数 広報広聴課 千件/年 361 H27 400 450 544 R2 801 R3 200% ◎ 1128% ◎ 178% ◎ 494% ◎

新型コロナウイルス関連コ
ンテンツの閲覧増加及び、
ホームページリニューアル
に伴うＣＭＳが変わったこと
によるＵＲＬ変更によるも
の。

３－２－１　豊かな自然環境の保全と継承

61 ホタル生息確認数 環境課 匹/年 2,104 H27 3,000 3,200 1,113 R元 1,113 R元 37% △ 0% △ 35% △ 0% △ 天候不良等（コロナ禍でR2・
R3は生息調査を中止）

62
中山間地域等直接支払交付
金取組面積

農業振興課 ha/年 88.5 H28 90.0 90.0 88.0 R2 88.1 R3 98% ○ 0% △ 98% ○ 0% △ 取組集落の減

３－２－２　生活環境の向上

63
大気汚染に係る環境基準の
適合（４物質）

環境課
物質

（累計）
3 H25 4 4 4 R2 5 R3 125% ◎ 200% ◎ 125% ◎ 200% ◎ 平成２６年度以降基準適合

64
道路・河川環境保全活動参加
団体数

土木課
団体

（累計）
56 H27 80 100 88 R2 98 R3 123% ◎ 175% ◎ 98% ○ 95% ○

市広報、市HPでの広報活
動により「みち」と「川」の美
化パートナー制度は定着し
つつあるが、その他事業と
重なり減少した。

11 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第３章　人と地域の交流で笑顔が生まれる市民主体のまちづくり（市民生活）】
達成状況　R3R2年度

実績値 年度R3 R8

R3年度

実績値
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値

年度
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R8
年度

目標値

３－２－３　循環型社会の構築

65
家庭系ごみの１人１日当たり
の排出量

環境課 ｇ/人･日 548 H26 520 510 576 R2 536 R3 43% △ 43% △ 32% △ 32% △

コロナ禍の影響により、廃
棄物対策推進員研修会や
まちかど市民講座の開催
回数が減り、周知活動がで
きなかった。
令和３年度に生ごみ処理機
の設置補助を開始した。

66 ごみリサイクル率 環境課 ％/年 14.8 H26 23.0 25.0 18.0 R2 18.4 R3 80% ○ 44% △ 74% △ 35% △

広報にて、紙類や容器包装
プラスチック類の出し方に
ついて啓発を行なった。
また、ごみ内容物調査結果
をホームページに掲載し、
分別し、リサイクルを行う重
要性を周知した。

12 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第４章　市民の暮らしを支える快適で笑顔あふれる安全なまちづくり（都市基盤）】

４－１－１　公共交通の充実による生活の足の確保

67 コミュニティバス利用者数 交通対策課 人/年 145,521 H27 172,000 218,000 130,662 R2 138,187 R3 80% ○ 0% △ 63% △ 0% △

新型コロナウィルス感染症
の影響を受けているが、高
齢者の無料化対象年齢を
拡大する等の利用促進策
を実施

68
市内北陸本線駅の１日平均
乗車人数

交通対策課 人/日 6,185 H27 6,500 6,800 5,008 R2 5,008 R2 77% △ 0% △ 74% △ 0% △ R3：JR未公表

69
市内石川線駅の１日平均乗
降人数

交通対策課 人/日 1,898 H27 2,250 2,600 1,346 R2 1,452 R3 65% △ 0% △ 56% △ 0% △
新型コロナウィルス感染症
の影響で利用者が減少

４－１－２　円滑な交流を支える道路網の構築

70
道路（市道）の走りやすさ割合
（２車線以上）

土木課 ％/年 35.0 H27 37.0 39.0 35.2 R2 35.4 R3 96% ○ 20% △ 91% ○ 10% △
道路の新設、改良時におい
て、必要に応じ拡幅等を進
めているため。

71
市道における歩道設置延長
の割合

土木課 ％/年 14.1 H26 16.0 18.0 14.2 R2 14.3 R3 89% ○ 11% △ 79% △ 5% △
道路や通行量の状況により
必要に応じ歩道整備を進め
ているため。

72 歩道の除雪対象路線延長 土木課
km

（累計）
81.4 H27 85.0 90.0 88.7 R2 93.7 R3 110% ◎ 342% ◎ 104% ◎ 143% ◎

除雪体制の見直しにより、
歩道部分の除雪強化が図
られた。

４－２－１　移住・定住の促進

73 定住促進奨励金の利用件数 定住支援課 件/年 358 Ｈ25-27平均 385 400 575 R2 426 R3 111% ◎ 252% ◎ 107% ◎ 162% ◎
宅地造成地を主に新築が
順調であった。

74 空き家バンク成約件数 定住支援課 件/年 － H28 8 10 13 R2 17 R3 213% ◎ 213% ◎ 170% ◎ 170% ◎
物件の登録の増加に伴
い、成約件数も増加してい
る。

主な増減内容・理由
実績/目標

R2年度

実績値 年度

R3年度

実績値 年度 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R3 達成状況　R8
Ｎｏ

目標値

R3 R8
指標 担当課 単位 現況値 年度

13 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第４章　市民の暮らしを支える快適で笑顔あふれる安全なまちづくり（都市基盤）】

主な増減内容・理由
実績/目標

R2年度

実績値 年度

R3年度

実績値 年度 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R3 達成状況　R8
Ｎｏ

目標値

R3 R8
指標 担当課 単位 現況値 年度

４－２－２　安全で快適な魅力ある都市基盤の整備

75
市民一人当たりの都市公園
の敷地面積

公園緑地課 ㎡/人 10.6 H27 11.9 11.9 11.8 R2 12.3 R3 103% ◎ 131% ◎ 103% ◎ 131% ◎
県営都市公園白山ろくテー
マパークの河合・下野園地
部分開設による増

76 下水道接続（水洗化）率 企業総務課 ％/年 95.0 H27 97.0 98.0 96.7 R2 97.0 R3 100% ◎ 100% ◎ 99% ○ 67% △
主に新規宅地開発区域の
定住増による接続により水
洗化率が向上した。

77 公衆無線LAN整備数 情報統計課
箇所
（累計）

5 H27 21 21 16 R2 18 R3 86% ○ 81% ○ 86% ○ 81% ○ 設置個所の増

４－２－３　魅力ある計画的なまちづくりの推進

78 市街化区域内の人口 都市計画課
人

（累計）
81,200 H22 82,000 82,000 86,857 H27 86,857 H27 106% ◎ 707% ◎ 106% ◎ 707% ◎

土地区画整理事業、民間
事業者による宅地開発及
び平成24年度の都市計画
区域区分変更に伴う市街
化区域の拡大による増加
（数値は国勢調査の確定後
に基づき算出）

79 空き店舗の活用 商工課
件

（累計）
2 H27 5 10 7 R2 8 R3 160% ◎ 200% ◎ 80% ○ 75% △

白山ろく地域において新規
出店があった。

80 市営住宅の管理戸数 建築住宅課
戸

（累計）
638 H28 604 592 634 R2 628 R3 29% △ 29% △ 22% △ 22% △

市営一里野住宅（6戸）の用
途廃止による減

81 住宅の耐震化率 建築住宅課 ％/年 78.1 H25 90.0 95.0 84.7 R2 84.7 R3 94% ○ 55% △ 89% ○ 39% △

H30住宅土地統計調査によ
り耐震化率を算出、次回、
R5耐震化率は調査結果が
発表され次第算出可。

14 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第４章　市民の暮らしを支える快適で笑顔あふれる安全なまちづくり（都市基盤）】

主な増減内容・理由
実績/目標

R2年度

実績値 年度

R3年度

実績値 年度 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R3 達成状況　R8
Ｎｏ

目標値

R3 R8
指標 担当課 単位 現況値 年度

４－３－１　災害に備えた対策

82
災害時協力事業者登録業者
数

危機管理課
社

（累計）
35 H27 45 55 37 R2 38 R3 84% ○ 30% △ 69% △ 15% △

令和２年度の報告より、２
件の増加があった。

83
白山市メール配信サービス登
録者数

危機管理課
人

（累計）
4,090 H27 6,600 9,000 6,303 R2 6,446 R3 98% ○ 94% ○ 72% △ 48% △

令和２年度の報告より、２３
３件の増加があった。市広
報や家庭用防災チラシ等
の防災に関する刊行物で
周知していることが要因だ
と考えられる。

４－３－２　地域防災力の強化

84
地区自主防災組織結成への
支援

危機管理課 地区/年 5 H27 14 28 8 R2 8 R3 57% △ 33% △ 29% △ 13% △ 増減はなかった。

85 女性防災士の数 危機管理課
人

（累計）
31 H27 75 89 113 R2 113 R3 151% ◎ 186% ◎ 127% ◎ 141% ◎

令和２年度の報告より、１３
人の増加があった。令和３
年度に２４人が受講してい
るが、まだ結果が分からな
い。

86
二次避難施設への防災備蓄
品の配備

危機管理課
施設
（累計）

2 H27 40 89 50 R2 53 R3 133% ◎ 134% ◎ 60% △ 59% △

令和２年度の報告より、４
施設の増加があった。引き
続き、施設管理者の同意を
得て備蓄品の配備を進め
ていく。

４－３－３　消防体制の充実

87 消防団員の確保 危機管理課
人

（累計）
539 H27 560 593 556 R2 544 R3 97% ○ 24% △ 92% ○ 9% △

令和２年度の報告より、１２
人が減少した。役員改正に
伴う退団者が多かった。

88 バイスタンダーの育成 広域消防本部
人

（累計）
41,667 H27 55,500 68,000 52,970 R2 53,850 R3 97% ○ 88% ○ 79% △ 46% △

新型コロナウィルスによる
感染拡大防止のため、講
習会の開催を制限した。

15 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第４章　市民の暮らしを支える快適で笑顔あふれる安全なまちづくり（都市基盤）】

主な増減内容・理由
実績/目標

R2年度

実績値 年度

R3年度

実績値 年度 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R3 達成状況　R8
Ｎｏ

目標値

R3 R8
指標 担当課 単位 現況値 年度

４－４－１　交通安全の推進

89
高齢者運転免許証自主返納
支援件数

地域安全課 件/年 133 H27 330 350 456 R2 411 R3 125% ◎ 141% ◎ 117% ◎ 128% ◎

高齢ドライバーによる死亡
事故の報道等で返納者が
増加することもあるが制度
への関心は概ね定着してき
たと考える。

90
自転車ヘルメット購入助成件
数

地域安全課
件

（累計）
1,427 H27 2,100 2,500 3,279 R2 3,608 R3 172% ◎ 324% ◎ 144% ◎ 203% ◎

幼児、児童のヘルメットの
普及、定着により新規に購
入する幼児、児童の減少

４－４－２　防犯体制の強化

91 防犯カメラの設置数 地域安全課
箇所
（累計）

8 H28 15 20 112 R2 181 R3 1207% ◎ 2471% ◎ 905% ◎ 1442% ◎

これまで対象外としてい
た、ふるさと納税によるもの
41台と、松任駅、美川駅自
由通路の16台も含めること
とした。

４－４－３　暮らしの安全確保

92 消費生活相談件数 消費生活センター 件/年 433 H27 500 600 395 R2 429 R3 86% ○ 0% △ 72% △ 0% △

コロナ禍において、インター
ネット等による消費者の利
用増加によりトラブルが増
え、相談件数も増加したと
ものと推測される。

16 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第５章　賑わいと活力がみなぎる元気なまちづくり（産業）】

５－１－１　安定した所得を確保できる基盤の整備

93
土地利用型農業における担
い手への農地集積割合

農業振興課 ％/年 76.8 H27 80.0 83.0 79.0 R2 79.9 R3 100% ○ 97% ○ 96% ○ 50% △ 担い手への農地集積

94 担い手農家の経営面積 農業振興課
ha/経営体
　　　・年

15 H27 17 18 17 R2 18 R3 107% ◎ 160% ◎ 101% ◎ 107% ◎ 担い手への農地集積

95
森林環境整備事業による森
林整備面積

林業水産課 ha/年 76.8 H27 81.0 85.0 81.1 R2 70.6 R3 87% ○ 0% △ 83% ○ 0% △
人工林が密集している場所
での事業であったため、面
積は若干減少した。

96 市産材の搬出量 林業水産課 ㎥/年 8,127 H27 9,700 11,600 11,170 R2 13,272 R3 137% ◎ 327% ◎ 114% ◎ 148% ◎
人工林が本格的な伐期を
迎え、事業量が増加した。

97
稚魚放流自然観察事業実施
箇所数

林業水産課 箇所/年 7 H27 8 9 2 R2 5 R3 63% △ 0% △ 56% △ 0% △

新型コロナウイルス感染拡
大を受け、８回のうち３回の
自然観察事業を中止した
が、中止とした回数は前年
より減った。

５－１－２　鳥獣被害対策の推進

98
捕獲檻の設置数
(イノシシ・ニホンジカ用）

林業水産課
基

（累計）
82 H27 94 104 80 R2 79 R3 84% ○ 0% △ 76% △ 0% △

豚熱により、被害を受ける
箇所が減ったため、設置数
が若干減少した。

５－１－３　地産地消の推進とブランドの育成

99
学校給食での白山市産食材
の使用率（主要１４品目）

地産地消課 ％/年 18.90 H27 22.00 25.00 24.32 R2 23.20 R3 105% ◎ 139% ◎ 93% ○ 70% △
地元食材学校給食配送事
業の実施回数減

100
６次産業化の支援による新商
品開発数

地産地消課
品

（累計）
2 H28 10 20 12 R2 14 R3 140% ◎ 150% ◎ 70% △ 67% △

6次産業化チャレンジ支援
制度を利用して商品開発に
取り組んだ事業者の増

主な増減内容・理由
実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R3 達成状況　R8
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度

R2年度

実績値 年度

R3年度

実績値 年度

目標値

R3 R8

17 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第５章　賑わいと活力がみなぎる元気なまちづくり（産業）】

主な増減内容・理由
実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

達成状況　R3 達成状況　R8
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度

R2年度

実績値 年度

R3年度

実績値 年度

目標値

R3 R8

５－２－１　立地の良さなどの特長を活かした工業の振興

101 市内工業団地数 企業立地室
箇所
（累計）

17 H28 19 21 17 R2 17 R3 89% ○ 0% △ 81% ○ 0% △

旭工業団地北部地区計画
地がR4.1に市街化区域に
編入され、R4年度より整備
を進める

５－２－２　企業への支援による活力の創出

102 国際見本市出展補助件数 商工課 件/年 2 H27 4 4 1 R2 2 R3 50% △ 0% △ 50% △ 0% △
コロナの落ち着きにより、国
際見本市が再開されはじめ
た。

５－２－３　商業の振興によるまちの賑わいの創出

103
商店街空き店舗出店補助件
数

商工課 件/年 － H28 2 2 0 R2 2 R3 100% ◎ 100% ◎ 100% ◎ 100% ◎
鶴来地域において新規出
店があった。

５－３－１　若者の地元就職の促進と安定した雇用の確保

104 市内従業者数 商工課 人/年 53,673 H26 55,600 56,000 54,992 H28 56,937
R3
速報

102% ◎ 169% ◎ 102% ◎ 140% ◎
企業の業績が良好なため。
（数値は経済センサス速報
値に基づき算出）

18 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第６章　自然・歴史・文化と人が交わり元気に輝くまちづくり（観光・文化）】

６－１－１　観光客を呼び込むための環境の整備

105
観光連盟ホームページへの
アクセス数

観光課 件/年 91,718 H27 103,000 114,000 85,680 R2 276,285 R3 268% ◎ 1636% ◎ 242% ◎ 828% ◎
ホームページリニューアル
後は、順調に活用されてい

る

106 観光情報センターの利用者数 観光課 人/年 5,225 H27 5,400 5,600 792 R2 1,995 R3 37% △ 0% △ 36% △ 0% △
コロナ禍により、観光客が
激減

107 白峰特急便の利用者数 観光課 人/年 122 H27 140 160 0 R2 61 R3 44% △ 0% △ 38% △ 0% △
コロナ禍の影響で2回予定
のうち1回開催中止による
減

108 スキー場利用者数 施設管理課 人/年 142,910 Ｈ25-27平均 159,000 172,000 129,842 R2 137,949 R3 87% ○ 0% △ 80% ○ 0% △

R３年度は１２月から安定し
た降雪があり、営業開始予
定日の１２月２１日から営
業が行えた。シーズン中も
安定した降雪があり、９１日
間営業を行う。

６－１－２　地域の魅力の発信

109 白山登山者数 観光課 人/年 49,997 H27 52,000 54,000 27,298 R2 27,911 R3 54% △ 0% △ 52% △ 0% △ コロナ禍による登山客の減

110 宿泊客数 観光課 人/年 247,074 H27 259,000 269,000 107,314 R2 139,486 R3 54% △ 0% △ 52% △ 0% △

コロナ禍による観光客が減
少及び、3密回避、マイクロ
ツーリズム志向から、近隣
からの日帰り旅行による宿
泊客が減少した。

111 着地型旅行商品の販売数 観光課 人/年 1,283 H27 1,700 2,100 744 R2 825 R3 49% △ 0% △ 39% △ 0% △ コロナ禍による登山客の減

112 イベントの入込客数 観光課 人/年 309,623 H27 324,000 337,000 24,379 R2 58,024 R3 18% △ 0% △ 17% △ 0% △
コロナ禍の影響によるイベ
ントの中止

達成状況　R3R2年度

実績値
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度

目標値

年度R8

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度R3

19 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第６章　自然・歴史・文化と人が交わり元気に輝くまちづくり（観光・文化）】
達成状況　R3R2年度

実績値
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度

目標値

年度R8

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度R3

６－１－３　広域的な観光の推進

113
白山白川郷100㎞ウルトラマ
ラソン参加者数

観光課 人/年 1,759 H28 2,000 2,300 0 R2 0 R3 0% △ 0% △ 0% △ 0% △
昨年度同様、コロナ禍の影
響による大会の中止

114
白山白川郷ホワイトロード利
用者数

観光課 人/年 266,195 H27 282,000 296,000 24,735 R2 122,006 R3 43% △ 0% △ 41% △ 0% △

岐阜県側の大規模な雪崩
の道路被災により1か月遅
れの開通や「まん延防止等
重点措置」実施の通行止め
による

６－２－１　品格と文化が感じられるまちの形成

115
文化財市民講座・史跡巡り参
加者数

文化財保護課 人/年 172 H27 250 350 648 R2 387 R3 155% ◎ 276% ◎ 111% ◎ 121% ◎

コロナ禍の影響下によりま
ちかど市民講座希望数は
減少したが、野外活動数は
堅調を維持している。

116 音楽祭の総入場者数 文化振興課 人/年 5,648 H27 5,800 6,000 0 R2 517 R3 9% △ 0% △ 9% △ 0% △
新型コロナウィルス感染拡
大防止による開催事業の
減少。

117
現代美術展白山展の入場者
数

文化振興課 人/年 1,537 H27 1,700 1,900 0 R2 1,051 R3 62% △ 0% △ 55% △ 0% △

新型コロナウィルス感染拡
大防止のため、学校や福
祉団体等の含む団体鑑賞
を制限したため。

118 暁烏敏賞の応募作品数 文化振興課 点/年 42 H27 50 60 65 R2 57 R3 114% ◎ 188% ◎ 95% ○ 83% ○

昨年同様新型コロナウイル
ス感染防止のため、在宅期
間が長くなり、執筆時間が
充分確保できたため。

119
白山市ジュニア文芸賞の応募
作品数

文化振興課 点/年 2,375 H27 2,400 2,500 876 R2 1,696 R3 71% △ 0% △ 68% △ 0% △
取り組む学生数の減少によ
るもの。

120 文化施設の入館者数
文化振興課・文
化財保護課

人/年 104,344 H27 105,000 107,000 62,166 R2 56,498 R3 54% △ 0% △ 53% △ 0% △

新型コロナウィルス感染拡
大防止のため、5月から6
月、8月から9月までの2ヶ
月間、全施設臨時休館した
ことが入館者の減少につな
がった。また一部施設で
は、ここ数年間入館者数が
伸び悩んでいる。

121
市民工房うるわし・松任安楽
庵の利用者数

文化振興課 人/年 147,612 H27 148,000 150,000 73,558 R2 86,281 R3 58% △ 0% △ 58% △ 0% △
新型コロナウィルス感染防
止のため閉館や事業中止
となったため。

122 白山薪能の入場者数 文化振興課 人/年 480 H27 490 500 0 R2 150 R3 31% △ 0% △ 30% △ 0% △
新型コロナウィルス感染防
止のため座席数を減少。

123 ライン賞の応募作品数 文化振興課 点/年 10 H27 20 25 3 R2 1 R3 5% △ 0% △ 4% △ 0% △
新型コロナウィルス感染防
止のためフィールドワーク
ができなかった。

20 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第６章　自然・歴史・文化と人が交わり元気に輝くまちづくり（観光・文化）】
達成状況　R3R2年度

実績値
Ｎｏ 指標 担当課 単位 現況値 年度

目標値

年度R8

達成状況　R8
主な増減内容・理由

実績/目標 達成割合実績/目標 達成割合

R3年度

実績値 年度R3

６－２－２　自然や歴史のブランド力の向上

124 国指定文化財の数 文化財保護課 件/年 25 H27 27 28 26 R2 26 R3 96% ○ 50% △ 93% ○ 33% △
令和3年度の新指定物件が
なかった。

125 認定ジオガイド数
ジオパーク・エコ
パーク推進課

人
（累計）

－ H28 5 10 15 R2 5 R3 100% ◎ 100% ◎ 50% △ 50% △
R3年度白山手取川ジオ
パーク公認観光ガイド認定
者数:5名

６－３－１　国内・国際交流の推進と多文化共生の推進

126 国内・国際交流人口 国際交流室 人/年 950 H27 970 1,000 475 R2 984 R3 101% ◎ 170% ◎ 98% ○ 68% △

コロナ禍により派遣・受入
事業等は中断しているが、
オンライン交流や市内事業
が増えている。

127 白山市国際交流協会会員数 国際交流室 人･団体/年 406 H27 420 430 408 R2 391 R3 93% ○ 0% △ 91% ○ 0% △
コロナ禍で新規加入者が増
えず、会員数が減少傾向に
ある。

128
白山市国際交流サロン利用
人数

国際交流室
人

（累計）
88,233 H27 125,000 156,000 121,581 R2 126,258 R3 101% ◎ 103% ◎ 81% ○ 56% △

まん延防止等重点措置に
伴う休館等により、来館者
が減少している。

21 ※　達成割合の下限値を0%とする



目標値の達成状況　【第７章　市民の信頼に応えるまちづくり（行財政）】

７－１－１　行政サービスの向上

129 マイナンバーカードの普及率 市民課 ％/年 5.7 H27 30.0 50.0 25.0 R2 46.8 R3 156% ◎ 169% ◎ 94% ○ 93% ○

地方公共団体情報システ
ム機構からカード未申請者
に交付申請書が再送され
たこと及びマイナポイント付
与の期限が迫ったことによ
り、申請件数は急増した。

130
連携中枢都市圏構想におけ
る広域連携事業着手数

企画課
件

（累計）
14 H28 25 61 40 R2 70 R3 280% ◎ 509% ◎ 115% ◎ 119% ◎

第２期石川中央都市圏ビ
ジョン策定に伴う事業拡大
及び各部会における連携
強化により着手事業数が増
加

７－１－２　効率的な行政組織の確立及び職員の人材育成

131 総人件費 職員課 百万円/年 7,410 H27 6,659 6,600 6,272 R2 6,009 R3 187% ◎ 187% ◎ 173% ◎ 173% ◎
職員数が減少しているた
め。

132 職員数 職員課
人

（累計）
828 H28 820 820 772 R2 744 R3 1050% ◎ 1050% ◎ 1050% ◎ 1050% ◎

新規採用職員よりも退職者
が多かった分、総数の減と
なった。

133 女性管理職の割合 職員課 ％/年 18.8 H28 20.0 20.0 26.4 R2 26.0 R3 130% ◎ 600% ◎ 130% ◎ 600% ◎
女性管理職を積極的に登
用したため。

７－１－３　行財政の健全化

134 市税収納率 納税課 ％/年 95.4 H27 96.0 96.5 95.0 R2 98.7 R3 103% ◎ 550% ◎ 102% ◎ 300% ◎

コロナによる聴取猶予の終
了、また、昨年猶予を受け
た税が収納されたことによ
り、コロナ以前より収納率
が上昇した

135 経常収支比率 財政課 ％/年 92.9 H27 90.0 90.0 96.8 Ｒ元 94.7 R2 0% △ 0% △ 0% △ 0% △

地方税が▲1,199百万円と
なっているものの、臨時財
政対策債が＋473百万円、
地方消費税交付金は＋450
百万円、猶予特例債＋700
百万円等により、経常収支
比率の分母が対前年度で
646百万円の増となってい
るため。

136 ふるさと納税額 財政課 千円/年 10,697 H27 50,000 50,000 129,628 R2 422,430 R3 845% ◎ 1048% ◎ 845% ◎ 1048% ◎

特産品等の品揃えの充
実、クレジット決済やイン
ターネット専用サイトの活用
などにより、寄附額が増加
した。（R2年度129,628千
円）

Ｎｏ
R3 R8

指標 担当課 単位 現況値 年度
目標値

主な増減内容・理由
実績/目標 達成割合 実績/目標 達成割合

R2年度

実績値 年度

達成状況　R3 達成状況　R8R3年度

実績値 年度

22 ※　達成割合の下限値を0%とする


